
●中瀬地区全体の現状 ●官民連携事業検討エリアの現状

石巻市中瀬地区 土地活用ビジョン（案）

中瀬公園の整備
　東日本大震災により壊滅的な被害を受けた中瀬地区
については、石巻市震災復興基本計画により地区全域
（4.6ha）を公園化することにしており、令和9年度の完成
を目標に整備が進められています。

官民連携による利活用と整備
　「官民連携による活動の場」として位置付けられている
南部エリア（約2.0ha）は、都市公園整備事業によるハー
ド・インフラ、センター機能の整備と市民参加による自然
環境の整備を進め、その自然環境と水辺環境を活かした
活動を展開します。

水辺や自然環境を活かした事業、中瀬の歴史や震災伝承活動等の社会教育に繋
がる活動を展開します。

中瀬ならではの活動を展開33

壊滅的な被害を受けた場所を市民参加の庭園づくりを主体に自然豊かな水辺環
境を形成します。

水辺環境を活かした自然環境の整備22

公園事業による最低限のインフラ整備した空間を、継続した利活用を通じて利用
者・運営者のニーズに合った空間に仕上げます。

官民連携の継続した利活用による公園整備11
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【基本理念】 【空間整備の基本方針】
【中瀬地区の構造・都市公園の計画・官民連携事業検討エリア】
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中瀬地区における土地活用のイメージ
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「石巻かわまちエリア未来ビジョン」のプラットフォーム

実現に向けたスケジュール

実現するための体制構築と事業化

　中心市街地の将来像（石巻かわまちエリア未来ビジョン）における中瀬地区の土地活用の姿を共有し、その実現にむけた可能
性や課題を確認しつつ、運営・維持管理体制を構築するため、「石巻かわまちエリア未来ビジョン」に基づく取組や組織と連携
しながら段階的なプログラムで取り組みます。

　今後は「、石巻かわまちエリア未来ビジョン」と連携しながら、中瀬地区における土地活用を促進する「運営」と各種施設の「維
持管理」を一体的に担う体制の構築と持続可能な事業化を進めます。

【【運営と維持管理を一体的に担う体制整備】

運営・維持管理の委託事業費と
各種利活用事業による収入を基
本とした事業

確実に
杜づくりなどにおける市民参加型
維持管理や収益性の高い施設・
サービスの導入

事 業 性 の 向 上 を
通常の指定管理に加え、P-PFI事
業などの導入による適切な事業
の手法や体制

適切な手法や体制
事業規模を勘案した支援事業（補
助金や融資）やクラウドファンデ
ィングの活用

収 益 施 設 の 実 現

各種サービスを提供できる事業者の連携のもと
で、実際に利活用や管理運営を担う体制を構築

運営・維持管理体制

「運営・維持管理体制」と「官民連携のプラット
フォーム」を連携させて、長期的で安定的な利活
用と管理運営を実現

プラットフォームと
運営・維持管理体制との連携

このビジョンを、より多くの市民や関係者で共
有・検証し、具体化や事業化にむけて知恵と力
を出し合う官民連携のプラットフォームの形成

官民連携プラットフォーム

行政／業務遂行組織／連携事業者／市民／企業／NPO／専門家 など
中瀬地区における官民連携プラットフォーム
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公園・教会の維持管理

中瀬の杜づくり

水辺を楽しむ事業の実施や支援

活動・交流の場の提供と支援

R5 有志による勉強会
R6 担い手候補の拡大

「石巻かわまちエリア未来ビジョン」に基づく取組や組織・プラットフォーム

STEP 1
有志によるビジョン（R5～6年度）

【行政】行政施策への位置付け
【民間】事業参画企業の明確化

STEP 2
官民連携計画（R7～8年度）
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STEP 3
事業化（R9年度～）
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【実現に向けたスケジュール】

活動のイメージ

　市民参加による杜づくり・庭園づくり、農園づくりを展開し、自
然環境の再現や、居心地の良い水と緑の空間を目指します。

●杜・庭園・農園からの商品開発

●石巻産の木材を活用した施設整備やストリートファニチャーづくり

●市民参加型の杜・庭園・農園づくり

創 る 活動や事業

など

　水辺の自然環境を活かし、水上アクティビティ等により河川環
境等を学べる空間を目指します。

●はちみつ作り
●希少生物の観察会
●旧北上川を楽しむカヌーやカヤック等のアクティビティ

学 び の活動や事業

●釣りと魚のさばき方教室 など

　中瀬の歴史や東日本大震災の記憶と経験等を後世に伝える空
間を目指します。また、中瀬のみならず石巻の魅力を伝える場所を
目指します。

●海産物など地元産食材を楽しめるディキャンプやバーベキュー
●震災時の体験や災害時の対応等を学べる防災キャンプ講座
●中瀬・中央地区の歴史を巡るツアー

伝 え る 活動や事業

など

　ビジターセンターを中心に子どもから大人までの市民が集い、
様々な活動が展開される空間を目指します。また、周辺施設と連
携し回遊性向上を目指します。

●次世代移動手段を活用した周遊
●音楽フェスやバンド活動

集 い の活動や事業

など


